




















































































































































































































































































































































































































































































きょうだいのIS期待感 全平均 346 2.95 .575
きょうだいIS期待感 父 330 2.99 .823
きょうだいIS期待感 母 345 3.34 .633
きょうだいIS期待感 きょうだい 305 2.43 .844
きょうだいIS期待感 祖父母 311 2.75 .779





































別 男子 147 2.96 .605 .327n.s.（344）








代 小低 45 3.24 .499 8.922** （3,342）
小高 82 3.07 .536
中高 150 2.88 .544










兄 85 2.89 .584 1.974n.s.（3,342）
姉 133 2.89 .551










0～2歳 129 2.93 .590 .425n.s.（2,343）
3～5歳 164 2.98 .545











核家族 200 3.00 .587 1.734n.s.（344）


























小低－小高 .169 .103 .358 -.10 .44
小低－中・高 .356** .094 .001 .11 .60
小低－大・社 .485*** .107 .000 .21 .76
小高－中・高 .187 .076 .069 -.01 .38
小高－大・社 .316** .091 .003 .08 .55





きょうだいのIS期待感 全平均 346 2.95 .575
きょうだいIS期待感 父 330 2.99 .823
きょうだいIS期待感 母 345 3.34 .633
きょうだいIS期待感 きょうだい 305 2.43 .844
きょうだいIS期待感 祖父母 311 2.75 .779
きょうだいIS期待感 その他 340 3.11 .591
保護者から見たISの実際 全平均 346 3.30 .423
保護者から見たISの実際 父 332 3.51 .656
保護者から見たISの実際 母 343 3.71 .336
保護者から見たISの実際 きょうだい 269 2.88 .837
保護者から見たISの実際 祖父母 307 3.14 .654









きょうだい 346 2.95 .575 -12.499** 345










きょうだい 330 2.99 .823 -11.950** 325










きょうだい 345 3.34 .633 -8.056** 342



























































きょうだい 305 2.43 .844 -8.236** 258











きょうだい 311 2.75 .779 -4.976** 295











きょうだい 340 3.11 .591 -12.116** 327




小低 小高 中・高 大・社
IS期待感
H 2 4 1 1
L 0 0 2 0
表13 IS期待感のH群･L群のきょうだい間の位置
（単位 人）
兄 姉 弟 妹
IS期待感
H 0 2 2 4






































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































Ⅴ ま と め
本研究では，質問紙調査，面接調査より，きょう
だいのIS期待感について，その実態を明らかにす
ることができた。得られた知見に基づき，きょうだ
いの子育て支援について考察する。
まず1点目として，きょうだいのIS期待感に影
響を及ぼす要因として年齢があり，年齢が進むにつ
れIS期待感が減少する傾向にあることが分かった。
これは，きょうだいが成長とともにISを必要とし
なくなったのか，あるいは，同胞の子育てに尽力す
る保護者の現状を理解し期待できないと判断するよ
うになったのかなど，その原因を明らかにするまで
には至らなかった。しかし，きょうだいが周囲に
ISを期待している年少期にこそ，それに応えるた
めの子育ての配慮が必要であり，親子関係の構築に
向け，幼児期からの家族支援が求められる。
2点目であるが，きょうだいのIS期待感と保護
者から見たISの実際の両者には中程度の相関があ
り，保護者が実際にサポートを行ったと認識してい
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る度合いと，きょうだいのIS期待感とが関係して
いることが分かった。しかしながら，きょうだいの
IS期待感と保護者から見たISの実際の平均値を比
較すると保護者の値がきょうだいよりも有意に高く，
保護者が行ったと考えるISについて，きょうだい
は保護者が認識しているレベルほどには受け取って
いると感じていないことが分かった。このことは，
保護者が行っているつもりの支援と実際にきょうだ
いが受け取れると期待している支援にギャップがあ
ることを示しており，親子間での感情の行き違いが
生じ，それが子育て上の問題につながっていること
が予測される。面接調査から，そのギャップの内容
について考察すると，きょうだいのIS期待感H群
の保護者はきょうだいに対し多種多様な配慮でかか
わり，その要求を満たすかかわりをしているのに対
し，きょうだいのIS期待感L群の保護者の特徴は，
きょうだいに対する配慮の種類が少なく，きょうだ
いを優先するかかわりのみであり，きょうだいは要
求を受け止められたと感じられず，不公平感や不満
をもっていることが分かった。このように，H群
とL群では，きょうだいに対するサポートに質的
な差があり，特にL群では，それを改善するため
の支援が必要であると言える。
3点目に，サポート源の問題がある。H群のきょ
うだいには，母親以外のサポート源として父親や祖
母，友達の存在があり，きょうだいの周囲にサポー
ト源となる人が多いことが分かった。一方，L群で
は，きょうだいが困ったときの相談相手が少なく，
特にきょうだい自身からも，母親からもサポート源
としての父親の存在が十分語られなかった。きょう
だいは，父親に対し，「もっと向き合ってほしい」
という思いを持っている発言が見られ，きょうだい
の子育てにおいても父親の子育て参加を促進し，IS
を高めるための支援が必要であるといえる。
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